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『調査と社会理論』・研究報告書 33 
白糠町におけるアイヌ民族の現状と地域住民 

 

 

 

正誤表 
 
 
本書に下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 
 
16 頁 表 0-4 
 （誤）                                              単位：人、％ 

   実数 構成比 

    計 男 女 計 男 女 

白
糠
町 

20～30 歳未満 703 351 352 11.2 10.1 8.1 
30～40 歳未満 883 452 431 14.0 13.0 9.9 
40～50 歳未満 1,083 488 595 17.2 14.0 13.7 
50～60 歳未満 1,425 709 716 22.6 20.3 16.5 
60～70 歳未満 1,589 723 866 25.2 20.7 20.0 
70～80 歳未満 615 765 1,380 9.8 21.9 31.8 

計 6,298 3,488 4,340 100.0 100.0 100.0 
  
（正）                        単位：人、％ 

   実数 構成比 

    計 男 女 計 男 女 

白
糠
町 

20～30 歳未満 703 351 352 10.0 10.1 9.8 
30～40 歳未満 883 452 431 12.5 13.0 12.1 
40～50 歳未満 1,083 488 595 15.3 14.0 16.6 
50～60 歳未満 1,425 709 716 20.2 20.3 20.0 
60～70 歳未満 1,589 723 866 22.5 20.7 24.2 
70～80 歳未満 1,380 765 615 19.5 21.9 17.2 

計 7,063 3,488 3,575 100.0 100.0 100.0 
 
90 頁 表 5-4  

「むかわ」×現在、実践しているアイヌ文化「あり」の数値 
（誤）61  → （正）41 
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100 頁 8 行目 
（誤）                （正） 
「14.9%、2.1%、新ひだかでは 49.1%」 →「14.9%、新ひだかでは 49.1%」 

 
100 頁 表 6-1 
（誤）                          単位：人、％ 

  

  

肯定的である 否定的である どちらでもない 合計 

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 

白糠 5 10.4% 12 25.0% 31 64.6% 48 100.0% 
伊達 7 14.9% 1 2.1% 39 83.0% 47 100.0% 

新ひだか 28 49.1% 1 1.8% 28 49.1% 57 100.0% 
札幌・むかわ 45 40.2% 7 6.3% 60 53.6% 112 100.0% 
（正）                          単位：人、％ 

  

  

肯定的である 否定的である どちらでもない 合計 

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 

白糠 5 10.4% 12 25.0% 31 64.6% 48 100.0% 
伊達 6 12.8% 4 8.5% 37 78.7% 47 100.0% 

新ひだか 7 12.3% 33 57.9% 17 29.8% 57 100.0% 
札幌・むかわ 12 10.7% 33 29.5% 67 59.8% 112 100.0% 

 
100 頁 下から 3 行目 

（誤）「伊達（老年層 27.8%、壮年層 42.3%、青年層 33.3%）、新ひだか（老

年層 42.3%、壮年層 42.3%、青年層 33.3%）」 
 
 （正）「伊達（老年層 27.8%、壮年層 5.0%、青年層 11.1%）、 新ひだか（老

年層 63.6%、壮年層 42.3%、青年層 33.3%）」 
 
111 頁 第 2 節・第 1 項 8 行目 
 （誤） 
「白糠では、70.8%であり、伊達（36.2%）、新ひだか（47.4%）、札幌・むか

わ（66.1%）のいずれをも上回っている（表 6-5）。年齢別にみると、白糠で

は、文化を実践している者の割合は、青年層（81.3%）、老年層（70.0%）、

壮年層（58.3%）の順で多かった（表 6-6）。」 
 （正） 
「白糠では、56.3%であり、伊達（36.2%）、新ひだか（47.4%）を上回ってい

るが、札幌・むかわ（66.1%）よりも低い（表 6-5）。年齢別にみると、白糠

では、文化を実践している者の割合は、青年層（75.0%）、老年層（55.0%）、

壮年層（33.3%）の順で多かった（表 6-6）。」 
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112 頁 表 6-5 
 「白糠」×実践している文化「あり」の数値 
 （誤）34（70.8%） → （正）27（56.3%） 
 
 「白糠」×実践している文化「なし」の数値 
（誤）14（29.2%） → （正）21（43.8%） 

 
112 頁 表 6-6 
（誤）            単位：人、％  （正）                  単位：人、％ 

 
118 頁 表 6-10 列ラベル 

（誤）「意識しない」 → （正）「どちらでもない」 
 
119 頁 表 6-11 
 「青年層」×現在「否定的」×今後「消極的」の数値 
 （誤）1  → （正）0 

 
「青年層」×現在「否定的」×今後「どちらでもない」の数値 

 （誤）0  → （正）1 
 
 「合計」×現在「否定的」×今後「消極的」の数値 
（誤）1  → （正）0 

 
 「合計」×現在「否定的」×今後「どちらでもない」の数値 

（誤）0  → （正）1 
 

以上 

世代 
実践している文化  

世代 
実践している文化 

あり なし  あり なし 

青年層 13 81.3% 3 18.8%   青年層 12 75.0% 4 25.0% 
壮年層 7 58.3% 5 41.7%   壮年層 4 33.3% 8 66.7% 
老年層 14 70.0% 6 30.0%   老年層 11 55.0% 9 45.0% 
合計 34 70.8% 14 29.2%   合計 27 56.3% 21 43.8% 


